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紙 面 紹 介

駐
屯
地
は
、
令
和
４
年
１
月
13
日
、

令
和
４
年
駐
屯
地
成
人
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
。

成
人
式
で
は
、
陽
融
会
会
長
（
坂
下

弘
親
氏
）
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
、

そ
の
後
、
駐
屯
地
司
令
（
坂
元
将
補
）
、

陽
融
会
会
長
、
各
部
隊
長
と
記
念
撮
影

及
び
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

成
人
式
に
お
い
て
、
駐
屯
地
司
令
の

式
辞
及
び
陽
融
会
会
長
の
祝
辞
を
受
け

た
成
人
者
58
名
は
、
駐
屯
地
所
属
隊
員

及
び
御
来
賓
に
対
し
、
成
人
者
と
し
て

の
抱
負
を
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

成
人
代
表
の
第
３
施
設
大
隊
本
部
管

理
中
隊
石
丸
士
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
自

律
し
、
立
派
な
社
会
人
、
そ
し
て
自
衛

官
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と

謝
辞
を
述
べ
、
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

大久保駐屯地広報紙
「やましろ」

年度末号 No１６

記念撮影

駐屯地司令との記念植樹 陽融会会長からの記念品贈呈成人者代表の謝辞

部隊最先任との記念撮影 陽融会会長との記念植樹部隊長との記念撮影

教育風景 教育風景

令
和
４
年
３
月
、
臨
時
駐
屯
地

朝
礼
に
お
い
て
、
転
出
者
紹
介
及

び
見
送
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
長
（
宿

久
１
佐
）
、
第
４
施
設
団
本
部
高

級
幕
僚
（
伊
藤
１
佐
）
、
第
３
９

７
会
計
隊
長
（
青
木
３
佐
）
、
第

１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊
長

（
冨
岡
３
佐
）
を
は
じ
め
、
55
名

の
隊
員
は
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の

隊
員
た
ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
任
地
へ
と
転

出
さ
れ
ま
し
た
。

新
天
地
で
の
活
躍
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

宿久１佐伊藤１佐青木３佐冨岡３佐

国
連
三
角
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
教
官
団
は
、
昨
年
、

事
前
訓
練
を
実
施
し
て
派
遣
準
備
を
万
全
に

し
、
令
和
４
年
１
月
、
ケ
ニ
ア
に
向
け
、
大

久
保
駐
屯
地
を
出
発
し
ま
し
た
。

ケ
ニ
ア
到
着
後
は
、
現
地
で
の
調
整
や
訓

練
場
の
整
備
等
、
教
育
開
始
準
備
を
実
施
し
、

教
育
開
始
後
は
、
教
官
団
の
一
人
一
人
が
被

教
育
者
に
対
し
て
熱
心
に
教
育
を
行
い
、
知

識
、
技
術
の
向
上
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。

約
１
万
１
千
㎞
離
れ
た
地
に
お
い
て
環
境

が
変
わ
る
中
、
教
官
団
一
同
が
体
調
管
理
を

徹
底
し
な
が
ら
任
務
を
達
成
し
、
無
事
帰
国

し
ま
し
た
。

転出者見送りお世話になりました。

京
都
府
所
在
の
陸
自
各
駐
屯
地
、
京
都
府

自
衛
隊
家
族
会
及
び
京
都
府
隊
友
会
は
「
隊

員
家
族
の
支
援
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
協

定
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

各
種
事
態
発
生
の
際
、
出
動
す
る
部
隊
・

隊
員
が
後
顧
の
憂
い
な
く
活
動
で
き
る
よ
う
、

京
都
府
内
に
所
在
す
る
隊
員
家
族
に
つ
い
て

両
会
か
ら
安
否
確
認
等
の
支
援
を
受
け
る
施

策
で
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
の
奈
良
県
に
お
け
る
同
趣

旨
の
協
定
締
結
に
引
き
続
き
、
京
都
府
に
お

い
て
も
本
施
策
を
推
進
し
た
こ
と
で
、
家
族

支
援
基
盤
を
充
実
し
、
駐
屯
地
と
し
て
引
き

続
き
、
地
域
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え

る
べ
く
、
即
応
態
勢
の
充
実
に
励
ん
で
参
り

ま
す
。

記念撮影 調印式
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各 部 隊 訓 練 等 記 事

大

久

保

駐

屯

地

業

務

隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊
整
備
隊
は
、
令

和
４
年
１
月
か
ら
３
月
の
約
３
ヶ
月
間
、
大
久
保

駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
陸
士
特
技
課
程

「
施
設
機
械
整
備
」
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

基
幹
要
員
４
名
の
隊
員
は
、
中
方
管
内
に
展
開

す
る
各
野
整
備
部
隊
及
び
補
給
処
の
陸
士
隊
員
に

対
し
て
施
設
機
械
整
備
手
と
し
て
、
必
要
な
知
識

・
技
術
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
特
技
に

必
要
な
資
質
を
養
い
ま
し
た
。

16
名
が
施
設
機
械

整
備
手
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
勉
学
に

励
み
、
修
得
し
た
知
識
を
も
と
に
練
度
向
上
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
同
士
が
切
磋
琢
磨
す
る

姿
は
他
の
隊
員
の
刺
激
と
な
り
、
整
備
隊
隊
員
の

初
心
を
想
い
返
す
教
育
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
間
、
学
生
一
人
一
人
が
真
剣
に
教
育
に
臨

み
、
施
設
機
械
整
備
手
と
し
て
の
知
識
・
技
術
を

修
得
し
て
、
異
状
な
く
教
育
を
終
了
し
ま
し
た
。

各
学
生
が
教
育
で
修
得
し
た
知
識
と
技
術
を
活

か
し
、
同
期
の
絆
を
大
切
に
原
隊
に
お
い
て
も
更

な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

整
備
隊
は
引
き
続
き
、
第
一
線
部
隊
に
対
す
る

兵
站
支
援
を
完
遂
で
き
る
よ
う
人
材
育
成
に
努
め
、

整
備
技
術
の
練
度
向
上
を
図
り
、
隊
員
一
丸
と
な

り
前
進
し
て
い
き
ま
す
。

タイヤ交換要領の実技教育 エンジン分解結合の実技教育

タイヤの空気圧調整エンジンオイルの点検実施

第
３
施
設
大
隊
は
、
令
和
４
年
１
月
下
旬
か
ら

２
月
上
旬
ま
で
の
間
、
信
太
山
演
習
場
に
お
い
て

第
４
次
大
隊
訓
練
検
閲
を
実
施
し
ま
し
た
。

全
般
的
に
は
天
候
に
恵
ま
れ
る
も
、
放
射
冷
却

現
象
の
影
響
で
朝
方
に
は
氷
点
下
近
い
気
温
と
な

る
中
に
お
い
て
、
受
閲
部
隊
で
あ
る
通
信
小
隊
は
、

寒
さ
を
克
服
し
、
大
隊
の
通
信
所
の
開
設
・
運
営

の
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

検
閲
間
、
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中

で
も
、
通
信
小
隊
の
隊
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
て
、
大
隊
の
任
務
遂

行
に
必
要
な
通
信
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

特
に
、
本
検
閲
に
お
い
て
は
、
ま
だ
経
験
の
浅

い
若
年
隊
員
も
多
く
参
加
し
て
お
り
、
慣
れ
な
い

通
信
の
構
成
や
、
周
囲
が
見
え
づ
ら
い
夜
間
で
の

作
業
に
苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
、
分
隊
長
等
に
よ

る
適
切
な
指
揮
の
下
、
冷
静
沈
着
に
作
業
を
実
施

し
て
与
え
ら
れ
た
任
務
を
迅
速
か
つ
確
実
に
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
本
部
管
理
中
隊
に
よ
る
野
外

炊
事
や
掩
体
構
築
を
実
施
し
て
、
そ
の
練
度
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
施
設
大
隊
は
、
あ
ら
ゆ
る
気
象
条
件

を
克
服
し
、
状
況
に
応
じ
た
各
種
活
動
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
練
成
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

有線構成 隊容検査

命令下達 口頭諮問

防
衛
省
共
済
組
合
大
久
保
支
部
は
、
令
和
４
年

２
月
上
旬
、
令
和
３
年
度
防
衛
省
共
済
組
合
本
部

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
久
保
支
部
は
、
共
済
事
業
の
理
解
促
進
の
た

め
、
定
期
的
な
官
舎
地
区
で
の
説
明
会
や
支
部
独

自
の
広
報
小
冊
子
を
作
成
し
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
貯
金
Ａ
Ｔ
Ｍ
室
内
に
セ
ン
サ
ー
付
き
広

報
機
器
を
設
置
し
利
用
者
に
向
け
て
共
済
事
業
の

制
度
広
報
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
３
年
連
続
と
な

る
本
部
長
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
改
め
ま
し
て
駐
屯
地
の
組
合
員
の
皆
様
、
こ

れ
ま
で
御
指
導
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
支
部
長
の
統
率
方
針
で
あ
る
「
部
隊
・

隊
員
の
為
に
」
の
も
と
、
組
合
員
及
び
ご
家
族
の

福
利
厚
生
の
充
実
の
た
め
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
取
り
組
み
、
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。今

後
と
も
共
済
事
業
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記念撮影

保健指導 共済セミナー

共済業務

第
７
施
設
群
は
、
令
和
４
年
１
月
下
旬
、
奈
良

県
吉
野
郡
十
津
川
村
に
お
い
て
「
令
和
３
年
度
方

面
隊
施
設
科
合
同
訓
練
」
を
担
任
・
実
施
し
、
災

害
派
遣
時
に
お
け
る
渡
河
作
業
に
つ
い
て
、
施
設

科
技
術
・
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

訓
練
は
熊
野
川
の
河
川
敷
で
実
施
さ
れ
、
時
折

強
風
が
吹
く
と
と
も
に
、
最
低
気
温
が
氷
点
下
と

な
る
環
境
の
中
、
隊
員
は
川
の
中
に
入
っ
て
裾
を

濡
ら
し
つ
つ
も
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
威

勢
の
良
い
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
熱
心
に
訓
練

に
励
み
、
一
人
の
発
熱
者
も
出
す
こ
と
な
く
訓
練

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
中
方
管
内
の
10
コ
施
設
科
部
隊
、

少
数
精
鋭
の
隊
員
を
参
加
さ
せ
、
参
加
隊
員
相
互

に
切
磋
琢
磨
し
、
施
設
科
技
術
・
能
力
の
向
上
を

図
る
も
の
で
、
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
10
年
の
節

目
を
迎
え
た
十
津
川
村
で
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練

の
最
後
に
は
、
訓
練
の
一
般
公
開
を
行
い
、
首
長
、

協
力
団
体
及
び
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
１

０
０
名
ほ
ど
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
場
い
た
だ
い
た
方
の
中
に
は
、
大
水
害
を
経

験
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
感
謝
の
お
言
葉
を
直
接

お
声
掛
け
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
諸
先
輩
方
が

行
っ
た
災
害
派
遣
活
動
の
ご
功
績
を
感
じ
た
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

９２式浮橋への車両の通行 軽門橋による車両の運航

来場者による渡河ボート体験 来場者による９２式浮橋の通行
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第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 １ ０ ２ 施 設 器 材 隊

訓練等写真

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 年 度 末 号

第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
４

年
２
月
下
旬
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
団
戦
技
競
技
会
が
実
施
さ
れ
、
中

隊
の
精
鋭
た
ち
が
代
表
と
し
て
参
加
、
射
撃

総
合
、
分
隊
走
総
合
及
び
分
隊
走
個
人
走
中

隊
対
抗
の
部
に
お
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
射
撃
個
人
の
部
に
お
い
て
梅
本
３

曹
が
第
２
位
、
加
瀬
澤
３
曹
が
第
６
位
、
藤

本
士
長
が
第
７
位
に
入
賞
し
、
女
性
自
衛
官

の
部
に
お
い
て
は
、
森
糸
士
長
が
第
１
位
、

廣
澤
士
長
が
第
２
位
、
山
元
（
美
）
３
曹
が

第
３
位
の
栄
誉
に
輝
き
、
見
事
団
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

中
隊
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
精
鋭
た
ち

は
日
頃
の
練
成
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

強
豪
た
ち
が
ひ
し
め
く
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に

お
い
て
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

中
隊
の
全
隊
員
は
今
回
の
競
技
会
を
通
じ

て
自
信
と
誇
り
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
部

隊
の
団
結
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

隊
員
は
、
来
年
度
も
強
豪
を
迎
え
撃
つ
べ

く
、
継
続
的
な
練
成
と
更
な
る
飛
躍
を
目
指

す
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

限界突破で激走する隊員(分隊走)Ｏｎｅチームで臨む隊員（射撃）

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
大
久
保
派
遣
隊

は
、
中
部
方
面
隊
で
実
施
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

通
信
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ス
テ
ム
の
構
成
や
設
定
を
は
じ
め
、
シ

ス
テ
ム
運
営
要
領
に
つ
い
て
日
頃
の
訓
練
や

業
務
で
養
っ
た
能
力
を
発
揮
し
て
任
務
を
達

成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
に
お
け
る
職
住
一
体
化
の

た
め
の
施
設
再
割
当
て
の
通
信
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
通
信
支
援
に
つ
い
て
は
日
頃
の
各
個

訓
練
や
部
隊
と
し
て
の
練
成
訓
練
で
養
っ
た

力
を
実
業
務
と
し
て
発
揮
し
、
駐
屯
地
ユ
ー

ザ
ー
へ
の
良
質
・
安
定
し
た
通
信
回
線
の
提

供
を
目
標
に
通
信
支
援
を
行
い
、
業
務
シ
ス

テ
ム
及
び
基
地
内
線
電
話
の
開
設
及
び
設
定

を
迅
速
・
確
実
に
実
施
で
き
ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
が

24
時
間
当
た
り
前
に
使
用
で
き
る
通
信
環
境

を
維
持
し
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
の
作
戦
進
展

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
通
信
所
要
の
増
加
に
適
切

に
対
応
し
、
訓
練
か
ら
恒
常
業
務
に
お
け
る

使
用
部
隊
、
使
用
者
の
皆
様
へ
の
影
響
を
極

限
に
す
る
た
め
部
隊
の
基
本
的
行
動
、
隊
員

の
基
礎
動
作
を
演
練
し
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

システム設定端子盤の点検・接続

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
は
、
令
和
４

年
１
月
上
旬
か
ら
令
和
３
年
度
陸
士
特

技
課
程
「
初
級
部
隊
無
線
電
信
・
初
級

部
隊
暗
号
」
教
育
を
担
任
し
ま
し
た
。

団
本
部
通
信
班
長
河
口
１
尉
が
教
官

と
な
り
、
櫻
井
２
曹
、
川
尻
２
曹
、
荒

井
３
曹
、
宮
前
３
曹
、
高
柳
３
曹
の
助

教
要
員
で
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。

部
隊
無
線
電
信
（
17
名
）
、
部
隊
暗

号
（
６
名
）
の
計
23
名
が
教
育
に
参
加

し
、
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に

励
み
ま
し
た
。

担
任
官
の
団
本
部
付
隊
長
は
、
要
望

事
項
と
し
て
「
一
味
同
心
」
を
掲
げ
、

教
育
期
間
中
、
「
仲
間
と
心
を
一
つ
に

し
て
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
何
事
も

一
生
懸
命
取
り
組
み
、
通
信
の
プ
ロ
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
」

と
教
育
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
万
全
に
し
、
体
調
不
良
者
等
を
出
す

こ
と
な
く
、
日
々
真
剣
に
教
育
に
向
き

合
い
、
学
科
の
勉
強
及
び
技
能
の
習
得

に
努
め
た
結
果
、
全
員
が
無
事
に
修
了

試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

教
育
修
了
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

電報の送受信 アンテナ建柱

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊
施
設

整
備
隊
は
、
令
和
４
年
１
月
中
旬
、
整
備
大

隊
の
是
正
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
昨
年
11
月
に
受
閲
し
た
連
隊
検
閲

か
ら
の
練
度
向
上
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

本
訓
練
で
は
検
閲
時
と
同
じ
青
野
ヶ
原
演

習
場
で
各
級
指
揮
官
の
命
令
下
達
か
ら
車
両

に
対
す
る
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
・
遮
光

・
個
人
の
偽
装
を
実
施
し
、
小
隊
長
は
先
行

班
と
し
て
出
発
し
、
展
開
地
の
安
全
化
、
主

力
の
誘
導
要
領
を
演
練
し
ま
し
た
。

主
力
の
進
入
後
は
隊
長
以
下
、
隊
の
指
揮

所
、
師
団
施
設
整
備
所
等
を
構
築
し
敵
を
意

識
し
た
遮
光
・
偽
装
に
着
意
す
る
こ
と
に
よ

り
検
閲
時
と
比
較
し
、
更
な
る
練
度
向
上
が

図
れ
ま
し
た
。

ま
た
施
設
器
材
の
整
備
訓
練
で
は
、
被
支

援
部
隊
の
所
在
す
る
地
域
ま
で
整
備
員
を
派

遣
す
る
と
い
う
設
定
で
、
派
遣
さ
れ
た
組
長

が
被
支
援
部
隊
と
故
障
器
材
に
関
す
る
調
整

を
し
な
が
ら
組
員
を
指
揮
し
て
整
備
訓
練
を

し
ま
し
た
。
各
整
備
員
か
ら
は
被
支
援
部
隊

の
任
務
達
成
の
た
め
最
大
限
努
力
す
る
姿
勢

が
感
じ
ら
れ
、
ま
た
、
本
訓
練
に
よ
り
休
暇

気
分
を
払
拭
し
て
新
た
な
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

天幕の偽装 命令下達

第
３
９
７
会
計
隊
で
は
、
令
和
４
年

２
月
中
旬
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
処
訓

練
と
し
て
、
会
計
隊
長
に
よ
る
運
用
教

育
及
び
初
動
対
処
準
備
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

運
用
教
育
で
は
、
会
計
隊
の
隊
員
に

対
し
て
方
面
会
計
隊
の
運
用
構
想
及
び

災
害
発
生
時
等
に
お
け
る
自
主
登
庁
の

重
要
性
を
再
徹
底
し
ま
し
た
。

ま
た
、
初
動
対
処
準
備
訓
練
に
お
い

て
は
、
指
揮
所
の
開
設
、
準
備
物
品
の

内
容
確
認
、
資
材
の
車
両
積
載
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
災
害
時
の
緊
急
調
達
要
求

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
最
新
の
経
済
地
誌
資
料
を
記
載
す

る
な
ど
の
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

大
規
模
震
災
に
お
い
て
は
全
隊
員
が

呼
集
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、

少
な
い
人
員
で
も
任
務
を
継
続
す
る
た

め
、
何
時
で
も
誰
で
も
実
施
で
き
る
よ

う
に
初
度
対
処
準
備
訓
練
及
び
会
計
実

務
能
力
の
練
度
向
上
を
図
り
、
更
な
る

即
応
態
勢
の
万
全
に
期
し
ま
す
。

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
、
令
和
４
年
１

月
中
旬
か
ら
三
重
県
に
所
在
す
る
明
野
駐
屯

地
に
お
い
て
、
平
成
17
年
か
ら
行
っ
て
い

明
野
飛
行
場
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
整
備
を
実

施
し
ま
し
た
。

明
野
飛
行
場
の
傷
ん
だ
滑
走
路
に
対
し
、

特
殊
器
材
中
隊
19
名
を
も
っ
て
約
３
０
０

㎡
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
実
施
し
て
飛
行

場
機
能
の
維
持
・
向
上
に
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
１
月
下
旬
か
ら
大
久
保

駐
屯
地
に
お
い
て
も
特
殊
器
材
中
隊
17
名

も
っ
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
補
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

大
久
保
駐
屯
地
の
警
衛
所
前
に
お
け
る
既

存
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
除
去
、
路
盤
の
修
正
及

び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
約
３
８
．
５
㎡
を
実

施
し
、
駐
屯
地
基
盤
の
維
持
・
向
上
に
寄
与

し
ま
し
た
。

両
工
事
と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
任
務
に
真
摯

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
感
染
症
対
策
に
留

意
し
つ
つ
、
体
調
管
理
及
び
安
全
管
理
を
徹

底
し
、
無
事
に
整
備
を
終
え
ま
し
た
。

レーキによる敷き均し 既存アスファルト除去

準備物品の確認 運用教育

る０を
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平
素
か
ら
基
地
通
信
隊
に
対
し
、
格

別
な
る
御
厚
情
及
び
御
協
力
を
賜
り
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
若
輩
者
が
こ
の
よ
う
な
場
を

与
え
て
も
ら
え
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

私
の
よ
く
利
用
す
る
道
路
沿
い
の
小

学
校
の
校
舎
に
「
挨
拶
は
、
誰
よ
り
早

く
元
気
よ
く
！
」
と
い
う
垂
幕
が
あ
り

ま
す
。

そ
れ
を
見
る
た
び
に
自
衛
隊
で
は
「

敬
礼
は
、
誰
よ
り
早
く
元
気
よ
く
！
」

に
つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

敬
礼
が
部
隊
や
駐
屯
地
の
精
強
度
を

表
す
も
の
で
あ
れ
ば
「
誰
よ
り
も
早
く

」
＝
誰
よ
り
も
早
く
敵
（
受
令
者
）
を

発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
「
元
気

よ
く
！
」
＝
敵
（
受
令
者
）
を
圧
倒
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
我
々
も
、
日
頃
か
ら

自
分
等
の
持
ち
場
を
一
歩
出
た
ら
敵

（
受
令
者
）
を
意
識
し
て
行
動
し
、
発

見
次
第
敵
を
圧
倒
す
る
と
い
う
気
持
ち

を
も
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
受
令
者
に
つ
い
て
も
圧

倒
さ
れ
捕
獲
さ
れ
る
こ
と
な
く
気
持
ち

よ
く
答
礼
で
き
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

軍
隊
や
警
察
、
消
防
、
海
保
等
が
敬

礼
を
行
い
ま
す
が
、
共
通
点
は
、
自
分

の
命
に
代
え
て
も
人
々
の
生
命
や
安
全

を
守
る
人
達
で
す
。

我
々
も
国
土
と
国
民
を
守
る
も
の
と

し
て
誇
り
を
持
っ
て
敬
礼
し
ま
し
ょ
う
。

第３１８基地通信中隊
大久保派遣隊
先任上級曹長

２等陸曹 田中 良門

「
敬

礼
」

部隊名
階 級
氏 名

退官日

大久保駐屯地業務隊
補給科

２等陸尉
三ツ井 徹

令和４年１月７日

第３９７会計隊
准陸尉

種村 定男
令和４年１月１８日

第１０２施設器材隊
本部付隊

准陸尉
高橋 洋志

令和４年１月２７日

大久保駐屯地業務隊
補給科

１等陸尉
青野 泰二郎

令和４年２月１２日

第３施設大隊
本部管理中隊

陸曹長
鈴木 研志

令和４年３月２７日

永年の勤務
お疲れ様でした！

平
素
か
ら
第
７
施
設
群
に
対
し
て
格
別

な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
22
日
付
け
で
第
25
代

第
７
施
設
群
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
千

葉
１
佐
で
す
。

先
日
、
初
め
て
の
部
隊
訓
練
と
し
て
、

実
際
の
河
川
を
使
用
し
た
渡
河
訓
練
を
奈

良
県
十
津
川
村
で
実
施
し
ま
し
た
。

十
津
川
村
は
、
平
成
23
年
の
紀
伊
半
島

南
部
大
水
害
で
被
災
し
、
当
時
、
第
７
施

設
群
が
主
力
で
災
害
派
遣
を
行
っ
た
地
域

で
す
。

こ
の
た
め
、
訓
練
を
行
っ
て
い
る
際
に

住
民
の
方
か
ら
「

10
年
前
に
、
自
衛
隊

さ
ん
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
節

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
と
涙

な
が
ら
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
眼
に
は
当
時
の
辛
く
悲
し
い
記
憶

の
中
に
、
身
を
賭
し
て
活
動
し
、
被
災
者

に
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
隊
員
の
姿
が
映

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

着
任
後
の
こ
の
経
験
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
諸
先
輩
方
の
功
績
に
敬
意
を
払
う
と
と

も
に
、
私
も
指
揮
官
と
し
て
部
隊
の
先
頭

に
立
っ
て
、
統
率
方
針
「
即
動
必
遂
」
を

具
現
す
べ
く
隊
員
と
共
に
日
々
の
錬
成
訓

練
に
励
み
、
地
域
の
方
々
に
安
心
・
安
全

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
決
意
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

「
決

意
」

第７施設群長

１等陸佐 千葉 武志

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」

ご
愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

よ
う
や
く
春
を
迎
え
、
過
ご
し
や
す
い

気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
主
要
な
行
事
が
中
止
、
規
模

縮
小
の
影
響
で
、
皆
様
と
お
会
い
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
是
非
、
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
大

久
保
駐
屯
地
広
報
紙
「
や
ま
し
ろ
」
に
対

す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

分隊走（射撃後） 分隊走（地隙） 選手宣誓

84mm無反動砲による射撃89式小銃による射撃閉会式

分隊走（ゴール）

拳銃射撃

一
昨
年
４
月
22
日
に
大
久
保
駐
屯
地
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
を
開
設
し
、
部
隊
の
活
動
状
況
、
日
常
の
訓
練

風
景
、
隊
員
の
様
子
等
を
配
信
し
て
参
り
ま
し
た
。

２
年
を
待
た
ず
に
８
，
０
０
０
名
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の

皆
様
の
応
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
衛
隊
及
び
大

久
保
駐
屯
地
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
直
接
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
大
台
の
１
０
０
０
０
フ
ォ
ロ
ワ
ー

も
視
野
に
は
い
っ
て
き
ま
し
た
。

大
台
達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
、
大
久
保
駐
屯
地
一

丸
と
な
り
皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
す

る
と
と
も
に
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
衛
隊
を
配

信
す
る
等
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

今
後
と
も
大
久
保
駐
屯
地
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

目
指
せ
１
０
０
０
０
人

令
和
４
年
２
月
下
旬
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て
令
和
３
年
度
第
４

施
設
団
戦
技
競
技
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
競
技
会
は
、
分
隊
走
（
射
撃
を
含
む
不
整
地
の
走
破
）
、
射
撃

の
２
種
類
を
行
い
、
隊
員
一
人
一
人
が
日
々
の
練
成
成
果
を
発
揮
し
、

部
隊
の
名
誉
を
か
け
て
競
い
合
い
ま
し
た
。
手
に
汗
を
握
る
接
戦
の

結
果
、
第
６
施
設
群
が
分
隊
走
「
群
対
抗
の
部
」
優
勝
、
第
３
０
７

ダ
ン
プ
車
両
中
隊
が
分
隊
走
「
中
隊
対
抗
の
部
」
総
合
優
勝
、
個
人

走
「
中
隊
対
抗
の
部
」
優
勝
、
射
撃
「
中
隊
対
抗
の
部
」
総
合
優
勝
、

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
が
分
隊
走
「
中
隊
対
抗
の
部
」
に
お
い
て
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
す
戦
い
が
随
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
盛
会

の
う
ち
に
競
技
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

種村准尉 三ツ井２尉

青野１尉 高橋曹長鈴木曹長


